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 ・首相／市長交代が相次いだ － エネルギー／農業／建設 

□ 今後、調査団として都市交通の専門家、都市計画について精通した建築の専門家が来るか？ 

 ・今後調査団として入る可能性がある。 

■ 日本の大都市での交通問題緩和策については注視している。 

 ・今年 8～9 月に日本で行われる国際建築フェアへの参加を考えている。その時は、大都市交

通網、都市整備を見たい。 

 ・2025 年までの都市計画は、2006 年中央政府により承認された。 

  道路網計画図も含まれている。 

 ・照会事項に関する 75％程度の資料あり。 

 ・展示モデルは、キエフ／ソビエト通り、平和／ゴーリキー通り、ガガーリン交差点の改良案

→計画自力でない。 

 ・市内道路は、25 年間新設されていない。 

・道路マスタープラン改良案が支援で出来、日本による調査結果を 2011 年～2012 年にフィー

ドバックできるようにしたい。また、都市計画／開発の Expert を入れてほしい。 

・現在のビシュケク市 

   面積：127 ㎢、人口：約 86 万人、チュイよりビシュケク市にプラス 0.14 ㎢、 

    将来は、320 ㎢まで拡大の構想 

 ・2025 年までの都市計画には、交通需要予測は世界標準により予測され、現交通量及び将来交

通量は、報告書に入っている。 

 ・車の保有台数 

ソ連時代は、90 台／千人 → 現在 300 台／千人と変化している。 

 ・車の保有台数の急激な増加 → 公共交通のサービスレベルの低下 

ミニバスではマストラの代わりにはならない。 

 ・駐車場問題 

     現在の建築物には考慮されていないため、今から対処しなければならない問題。 

 ・信号サイクル 

     主要道路の交差点間隔が異なるため信号システムのネットワーク化 

 ・開発には、公共交通／道路網の整備／信号システムに配慮 

 ・開発のための用地取得には、マスコミを通じて納得させる必要 

 ・情報公開の事例 

   ・土木工事は関係者を呼んで説明会 

   ・計画は、インターネット上で公開、意見も求めている。 

   ・協議会を設置し関係者を集めて協議 

   ・都市建設会議では、住民も市長と直接対話が取れる。 

 ・ノボストロイカ 

   2005 年以降、急速に不法に家屋が建設された 47 地区 

   現在、市としてはこれらの箇所をやむなく容認し、公共サービスを行う方向。 

   道路補修は、ここ 2年当たりで増加。 



－112－



－113－



－114－



－115－



－116－



－117－

 

13 

② ビシュケク市域は 127 平方 km と比較的小規模な都市なのに、何故、今回の M/P の調査時

期は 2年なのか？ビシュケクは発展のスピードが速いので、2年後には状況が大きく変わ

ると懸念(開発局長) 

→ファイナル・レポートの提出が 2 年後という意味で社会実験はより早期に実施できる。特

に「交通流改善計画」は早い段階での実施が可能と考える。（恒岡団長） 

 

■ その他、開発局長から以下のとおりコメントがなされた。 

① 本調査団から「ビシュケク市の開発コンセプトは抽象的」との指摘があったがそれは正し

い。都市の発展のペースが速いので計画が追いついていない状況。 

② 2005 年からビシュケク市の域外に人が住み始め、その後ノボストロイカ（新興開発地）

もビシュケク市の市域に含めるとの決定がなされた。現在、そのための手続き中だが、2

年後までには間違いなく市域に含まれる。 

③ 現在のビシュケク市の公式な人口は 86 万人だが、実際は 120～130 万人程度 

④ 今回の調査では、大規模な財政支援がないのは理解しているが、警察の交通管制システム

強化という観点から協力いただけないか？ 

→具体的な支援は難しいので、社会実験において予算の範囲内で希望を聴取する。また、M/P

で作成する「交通管制システム改善計画」にも提言として含められる。（恒岡団長） 

 

□ ビシュケク市の M/P は財政的な裏づけがどの程度あるのか？（鈴木） 

   →ビシュケク市の財政を基本と考え歳入 UP の方策を考えており、併せてドナーによる財政

支援も考えている。2009－2012 の道路の補修に係る費用は 20 億ソムで、これは過去に例

を見ない巨額の財政支出である。しかし、2010 年に 55 億ソムの歳入を予定していたが、

実際は 45 億ソムで 10 億ソム足りない状況（開発局長） 

 

ⅩⅥ. 在キルギス中国大使館 2 月 22 日（火）15：00～ 

Jin Yulong 参事官、庄洪水二等書記官、Liu Pei 書記官 

 

□ 恒岡団長から先方への謝意、並びに情報共有に係る依頼 

■ Yulong 参事官から以下のとおり中国の活動について説明 

① 上海協力機構の枠組みでビシュケク～ナリン～トルガルト道路の整備に係るLoanを提供

した。 

② 2009 年にキルギス政府からは①イシククリ環状道路整備、②オシュ空港改修の要望がな

され、治安悪化のため一時協力が中断したが、現在協力を再開しつつある。 

③ 2009 年、上海協力機構の構成国全体に対して、中国は 100 億ドルの支援（Loan）を約束

して、キルギス以外の国々に対しても道路整備の協力を発表 

④ 現在、キルギス政府にビシュケク市の道路整備のための Loan を打診している。ただし、

道路整備・建設よりも、道路の維持管理の方がビシュケク市にとっては重要だと個人的

には考えている。 
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ⅩⅩⅠ.  Capital Construction Department 2 月 25 日（金）14：00～ 

Mr. Miyarov Marat 局長 

Mr. Janbolotov 副局長 

■ Capital Construction Department の所掌業務等 

→公営住宅、学校、公園、道路等を建設。道路関係の業務が全体の約半分を占め、残りの約半

分を住宅関係の業務等が占める。 

→道路整備後の維持管理は市営公社が担当。 

→幹線道路でも市内の道路は Capital Construction Department が担当であり、中央政府の運

輸通信省（MOTC）との業務上のつながりはほぼなし。 

 

□ 路面にマーキングを引いたり、信号機の設置を担当している部署は？（調査団） 

  →新しいマーキングは Capital Construction Department だが、建設後は交通安全管理局

及び機材据付局に引き渡す。 

  →手続きの順番として、まず建築局が工事を承認して、交通安全管理局に工事を申請して

許可がでた後、Capital Construction Department が工事を開始。 

 

□ 小規模な工事（マーキング等）と土木工事を伴う中規模の工事、それぞれの手続き（許認

可等）にかかる日数は？（調査団） 

→マーキングだけであれば 10-15 日、中規模の工事は 1-1.5 カ月程度。 

→Contractor との契約に係る手続きは別途 1.5 カ月程度必要。 

 

□ 工事を受注できる Contractor はビシュケク市に何社あるのか？（調査団） 

→大型の土木工事は国際競争入札だが、それ以外は基本的に地元の Contractor が対応可能。

工事を受注できる会社は 10-15 社程度で、元々は 1 つの会社だったが分かれて今に至る。 

 

■ Capital Construction Department の財源 

→ビシュケク市の行政とは独立した別組織であり、予算は国から配分される。 

→中央政府はガソリン税、車検代、自動車の登録料に課税しているが、ビシュケク市では道路

整備のための特定財源はない。 

→2025 年を目標年次とした M/P の実施には多額の財政支出が必要なので、ドナーからの支援が

なければ実現困難。 

→昨年、道路の整備・維持管理に割りあてられた予算は約 6 億ソム、内訳は国からが 4.5 億、

ビシュケク市からが 1.5 億ソム。 

 

■ 本格調査の枠内で実施される国別研修やセミナー等には、実務にかかわっている若手を積

極的に招聘するよう先方から要望あり。 
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